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える．各構成員は識別 ID をもち，識別 ID が i(1  i  N) で
ある構成員を構成員 i と表現する．また，各構成員の価値観を
価値配列により表現する [3]．価値配列とは，M 種類の価値から
なる集合を V とし，集合 V の中からm(m = 1 M)種類の価
値を一様乱数に従って選択する配列のことである [3]．構成員 i
が選択した価値数を mi と表す．構成員 iが '(' = 1  M)番
目の価値を選択したとき，vi(') = 1と表し，選択していないと
き，vi(') = 0と表す [3]．構成員はm種類以上の価値を選択す
ることはできないものとする [3]．
構成員 i と構成員 j の価値観が似ているかどうかを共有価値










構成員とし，識別 IDを obj とする．活動構成員，対象構成員と
なる構成員は変化する．図 1にモデル図を示す．
ඹྠయ




同調行動：構成員 act の作用確率を pact = c(act; obj)=mact と
し，pact が [0; 1)の一様乱数 pに対して pact  pとなるとき構
成員 act は構成員 obj に対して同調行動をおこす．同調行動と
は，vact(') = 0かつ vobj(') = 1である価値 'が 1つ以上存在
するときその中から無作為に 1つ選択し，vact(') = 1とする行
動のことである．ただしこのとき，構成員 actが m種類以上の
価値を選択しているとき，vact( ) = 1かつ vobj( ) = 0である
価値  （ 6= '）を無作為に 1つ選択し，vact( ) = 0とするこ
とで構成員 actの選択価値数がm種類を超えないようにする．
排除行動：構成員 actの作用確率が一様乱数 pに対して pact < p
となるとき，さらに前回計算した共有価値数 c0(act; obj)との差
が少なくとも，周囲とどの程度の差異により排除行動をおこす
のかを示す排除閾値 d よりも大きいとき，構成員 act は構成員
obj に対して排除行動をおこす．排除行動とは，構成員 actと構
成員 obj の共有価値 'が 1つ以上存在するとき，その中から無





強同調構成員 (Well-Tuning)：構成員 act の作用確率 p0act を
p0act = pact + supとすることで同調行動をおこす確率が高くな
る構成員．
強排除構成員 (Well-Exclusion)：構成員 act の作用確率 p00act
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